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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示領域を有する表示装置と、
所定条件の成立を契機として当否判定を行う当否判定手段と、
前記当否判定手段による当否判定結果をＮ個（Ｎ＝２以上である）の識別図柄からなる組
み合わせにより報知する報知手段と、
前記表示領域にＮ個の前記識別図柄からなる事前組み合わせを含む基準画像が表示された
状態から、当該基準画像が前記表示領域に対して変位したかのような表示がなされ、それ
に伴って当該基準画像に含まれる前記事前組み合わせが前記表示領域外まで移動して見え
なくなったかのような表示がなされた後、前記事前組み合わせとは異なる組み合わせであ
ってＮ個の前記識別図柄からなる新規組み合わせが前記表示領域に表示された状態となる
移動演出を実行することが可能な演出実行手段と、
を備えることを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記移動演出は、前記基準画像が前記表示領域に対して傾いたかのような表示がなされ
、それに伴って前記事前組み合わせが当該傾いた方向に移動して前記表示領域の一方側か
ら前記表示領域外まで移動して見えなくなったかのような表示がなされた後、前記新規組
み合わせが前記表示領域の他方側から前記表示領域内に入り込んで新たに表示された状態
となるものであることを特徴とする請求項１に記載の遊技機。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、遊技機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　表示領域に画像が表示された状態から、当該画像が表示領域に対してずれたかのような
状態に変化させる演出を実行することが可能な遊技機が公知である（例えば、下記特許文
献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１６－１９８３５９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明が解決しようとする課題は、表示領域に対して画像がずれたかのように表示され
る演出の趣向性を向上させることが可能な遊技機を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記課題を解決するためになされた本発明にかかる遊技機は、表示領域を有する表示装
置と、前記表示領域に基準画像が表示された状態から、当該基準画像が前記表示領域に対
して変位したかのような表示がなされ、それに伴って当該基準画像に含まれる特定要素が
移動する移動演出を実行することが可能な演出実行手段と、を備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明にかかる遊技機によれば、表示領域に対して画像がずれたかのように表示される
演出の趣向性を向上させることが可能である。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本実施形態にかかる遊技機の正面図である。
【図２】表示装置（表示領域）に表示された識別図柄および保留図柄を示した図である。
【図３】移動演出の一例を示した図である。
【図４】移動演出の一例を示した図（図３の続き）である。
【図５】第一具体例を説明するための図である。
【図６】第二具体例を説明するための図である。
【図７】第三具体例を説明するための図（その一）である。
【図８】第三具体例を説明するための図（その二）である。
【図９】第四具体例を説明するための図である。
【図１０】第五具体例を説明するための図である。
【図１１】第八具体例を説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下、本発明にかかる遊技機１の一実施形態について図面を参照して詳細に説明する。
まず、図１を参照して遊技機１の全体構成について簡単に説明する。
【０００９】
　遊技機１は遊技盤９０を備える。遊技盤９０は、ほぼ正方形の合板により成形されてお
り、発射装置９０８（発射ハンドル）の操作によって発射された遊技球を遊技領域９０２
に案内する通路を構成するガイドレール９０３が略円弧形状となるように設けられている
。
【００１０】
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　遊技領域９０２には、表示装置９１、始動入賞口９０４、大入賞口９０６、アウト口９
０７などが設けられている。かかる表示装置９１の表示領域９１１は、遊技盤９０に形成
された開口９０１を通じて視認可能となる領域である。なお、表示領域９１１の形状等は
適宜変更可能である（開口９０１の形状や大きさ、表示装置９１自体の形状や大きさを変
更することで表示領域９１１の形状等を変更することができる）。
【００１１】
　また、遊技領域９０２には、流下する遊技球が衝突することにより遊技球の流下態様に
変化を与える障害物としての遊技釘が複数設けられている。遊技領域９０２を流下する遊
技球は、遊技釘に衝突したときの条件に応じて様々な態様に変化する。
【００１２】
　このような遊技機１では、発射装置９０８を操作することにより遊技領域９０２に向け
て遊技球を発射する。遊技領域９０２を流下する遊技球が、始動入賞口９０４や大入賞口
９０６等の入賞口に入賞すると、所定の数の賞球が払出装置により払い出される。
【００１３】
　大当たりの抽選は、図示されない制御基板に設けられた当否判定手段が始動入賞口９０
４への遊技球の入賞を契機として実行する（このような始動入賞口は複数設けられていて
もよい）。具体的には、始動入賞口９０４への遊技球の入賞を契機として乱数源から数値
（当否判定情報）が取得され、当該数値が予め定められた大当たりの数値と同じである場
合には大当たりとなり、異なる場合にははずれとなる。本実施形態では、当該数値が取得
された順に当否判定結果の報知が開始される（いわゆる変動が開始される）こととなるが
、ある数値が取得されたときに、それより前に取得された数値に基づく当否判定結果が報
知されている際には、当該ある数値に基づく当否判定結果が開始されるまで、図示されな
い制御基板に設けられた記憶手段に記憶される。未だ当否判定の報知が開始されていない
数値（以下単に保留と称することもある）の最大の記憶数（最大保留数）は適宜設定する
ことができる。本実施形態における記憶手段が記憶できる最大保留数は、一種の始動入賞
口９０４につき四つである。記憶手段に上記数値（当否判定情報）が記憶されていること
は、保留図柄８０として表示される（図２参照）。なお、本実施形態では、当否判定の報
知が開始される時点で、取得された数値が大当たりとなる数値か否かが判断されることと
なるが、数値が取得されたときに当否判定を行い、当否判定結果自体を記憶させておく構
成としてもよい（この場合には当否判定結果自体が、当否判定情報に相当することとなる
）。また、取得された数値は、当否判定結果を報知する演出の具体的な内容を決定するた
めの数値としても利用される。
【００１４】
　なお、遊技機１の枠体、遊技球を貯留する下皿や上皿など、本発明に関係のない遊技機
１の構成要素は説明を省略する。これらについては公知の遊技機と同様の構造のものが適
用できる。
【００１５】
　本実施形態では、公知の遊技機と同様に、表示装置９１の表示領域９１１に表示される
識別図柄７０（図２参照）の組み合わせによって当否判定結果を遊技者に報知する。具体
的には、複数種の識別図柄７０を含む識別図柄群７０ｇ（左識別図柄群７０ｇＬ、中識別
図柄群７０ｇＣ、右識別図柄群７０ｇＲ）が変動を開始し、最終的に各識別図柄群７０ｇ
から一の識別図柄７０が選択されて停止する。大当たりに当選している場合には各識別図
柄群７０ｇから選択されて停止した識別図柄７０の組み合わせは所定の組み合わせ（例え
ば、同じ識別図柄７０の三つ揃い）となる。はずれである場合にはそれ以外（大当たりと
なる組み合わせ以外）の組み合わせとなる。なお、各図においては、識別図柄７０を構成
する「数字（文字）」のみを図示するが、当該数字とキャラクタ等が組み合わされた図柄
を識別図柄７０として設定することができる。
【００１６】
　当否判定結果を報知する演出として、種々の演出が実行される。本実施形態では、当該
演出の一種として、移動演出（図３および図４参照）を実行することが可能である。すな
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わち、移動演出は、対象の当否判定結果を報知する一連の演出の一部として発生しうるも
のである。以下、当該移動演出について詳細に説明する。なお、特に明示した場合を除き
、以下の説明における「画像」には、静止画と動画の両方が含まれるものとする。
【００１７】
　移動演出の基本的態様は、表示装置９１の表示領域９１１に基準画像１０が表示された
状態（図３（ｂ）参照。以下、第一状態と称することもある）から、表示領域９１１に対
して当該基準画像１０がずれたかのように表示された状態（図３（ｃ）参照。以下、第二
状態と称することもある）に変化するというものである。基準画像１０は、移動演出の発
生前に実行されていた演出（以下、当該演出を事前演出と称することもある）中に表示さ
れていた画像に基づくものである。事前演出は、上記第一状態に相当するということがで
き、その具体的な態様はどのようなものであってもよい。移動演出前に発生しうる事前演
出の態様（第一状態の態様）は複数種設定されていてもよいし、一種のみに限定されてい
てもよい。本実施形態では、移動演出の発生直前に表示されていた事前演出の画像が、移
動演出における基準画像１０に引き継がれる。移動演出の発生直前に表示されている事前
演出の画像は、表示領域９１１全体に表示された画像であるといえる。ただし、事前演出
において表示された画像の一部のみが基準画像１０として変位する構成としてもよい。基
準画像１０を静止画とする（ここでいう静止画とは、基準画像１０が表す画像の内容が遊
技者から同一視できる態様に維持されることをいい、画像全体が変位することによる態様
の変化を含まないという意味である）のであれば、移動演出の発生直前に表示されていた
事前演出の画像の態様を維持しつつ基準画像１０全体を表示領域９１１に対して変位させ
る。基準画像１０を動画とする（ここでいう動画とは、基準画像１０が表す画像の内容が
時間経過とともに変化することをいう）のであれば、移動演出の発生直前に表示されてい
た事前演出の画像からそのまま継続的に基準画像１０の態様を変化させるとともに、基準
画像１０全体を表示領域９１１に対して変位させる。
【００１８】
　表示領域９１１に対する基準画像１０全体の変位態様は種々考えられる。本実施形態に
おける移動演出では、第二状態にて、基準画像１０が表示領域９１１に対して傾いたかの
ような表示がなされる。表示領域９１１を略方形状と捉えるとすると、事前演出において
は基準画像１０の上下の側縁および左右の側縁が、表示領域９１１の上下の側縁および左
右の側縁に略一致した状態にある（図３（ｂ）参照）。そして、移動演出発生時には、基
準画像１０の上下の側縁および左右の側縁が、表示領域９１１の上下の側縁および左右の
側縁に対して傾斜した状態となる（図３（ｃ）参照）。つまり、水平であった基準画像１
０が、あたかも傾いたかのような演出態様である。このように基準画像１０が傾いたかの
ように見せる演出であるため、事前演出時において表示されていた基準画像１０の一部は
、移動演出発生時には表示領域９１１から見切れたかのような状態となる。本実施形態で
は、左側縁が下方に、右側縁が上方に変位するようにして、基準画像１０が左下方に傾い
たかのような表示がなされる。
【００１９】
　このように表示領域９１１に対して基準画像１０が傾いたかのような表示がなされるこ
とに伴って（なお、ここでいう「伴って」とは、基準画像１０が変位している最中および
変位した後の一定期間を含む。基準画像１０の変位によって、以下で説明するような態様
の演出が発生したものと遊技者が感じられるようなものであればよい）、基準画像１０が
含む画像の一部（以下、特定要素と称することもある）が、当該傾いた方向に移動するか
のような演出が発生する。本実施形態における特定要素は、基準画像１０に含まれる識別
図柄７０である。事前演出から移動演出に至る演出の流れは次のようなものである。
【００２０】
　事前演出においては、識別図柄７０（識別図柄群７０ｇ）が変動表示されている（図３
（ａ）参照）。具体的には、背景画像およびその背景画像の手前側に位置するように識別
図柄７０が変動表示されている。背景画像の態様はどのようなものであってもよい。その
後、変動表示されている識別図柄７０（識別図柄群７０ｇ）が擬似停止する（図３（ｂ）
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参照）。ここで、擬似停止とは、遊技者には停止しているかのように見えるが完全に停止
していない状態をいう。例えば、識別図柄７０がわずかに揺れているように表示される。
本実施形態では、三つの識別図柄群７０ｇのそれぞれから一の識別図柄７０が選択されて
擬似停止する。つまり、計三つの識別図柄７０が擬似停止する。当該擬似停止時における
識別図柄７０の組み合わせは、大当たりを示す組み合わせではない。また、後述するチャ
ンス目を示す組み合わせではない。つまり、遊技者に有利な事象が発生することを示すよ
うな組み合わせではない。
【００２１】
　その後、移動演出が発生する。つまり、基準画像１０（背景画像および擬似停止した識
別図柄７０を含む画像）が表示領域９１１に対して傾いたかのような表示がなされる（図
３（ｃ）参照）。なお、当該基準画像１０に保留画像が含まれる（保留画像も一緒に傾く
）ものとしてもよいし、保留画像が含まれない（保留画像の表示位置は維持される）もの
としてもよい。その後、特定要素である識別図柄７０が、基準画像１０が傾いた方向に移
動するかのような表示がなされる（図４（ａ）参照）。具体的には、表示領域９１１に対
する背景画像の位置を維持しつつ（ただし、背景画像が動画である場合には、動画として
の変化は継続的に発生する）、当該背景画像に対して識別図柄７０が変位したかのような
表示がなされる。本実施形態では、基準画像１０が左下方に傾いたかのような表示がなさ
れるため、識別図柄７０（三つの識別図柄７０）が左下方に移動するかのような表示がな
される。つまり、あたかも識別図柄７０が「重力」によって移動するかのような表示がな
される。
【００２２】
　このように識別図柄７０が左下方に移動することで、擬似停止していた識別図柄７０（
三つの識別図柄７０）が表示領域９１１外に移動して見えなくなったかのような表示がな
される。これに伴い、新たな識別図柄７０（三つの識別図柄７０）が表示領域９１１の右
上方から表示領域９１１内に移動してくるような表示がなされ（図４（ｂ）参照）、基準
画像１０（背景画像）の傾いた状態が解消される（背景画像が元に戻る）（図４（ｃ）参
照）。つまり、移動演出においては、事前演出において表示された識別図柄７０の組み合
わせが、新たな組み合わせに変化するような表示がなされる。このような識別図柄７０の
組み合わせの変化は、一回のみ発生するようにしてもよいし、複数回発生するようにして
もよい。本実施形態では、識別図柄７０の組み合わせの変化が複数回発生する場合、基準
画像１０（背景画像）の傾きが一旦元に戻ったかのような表示がなされ、再度基準画像１
０が傾いて当該傾いた方向に識別図柄７０が移動するかのような表示がなされる。基準画
像１０の傾きが変化するということと、識別図柄７０の組み合わせが変化するということ
が、１：１の関係になるように設定されている。換言すれば、基準画像１０の傾きが発生
しなければ、それ以上識別図柄７０の組み合わせが変化しないということである。なお、
当該組み合わせを構成する識別図柄７０の数は三つであるが、当該組み合わせを構成する
図柄の数は適宜変更可能である（一つの識別図柄７０であっても、「組み合わせ」に相当
するものとする）。
【００２３】
　本実施形態では、移動演出の結末として、成功結末（遊技者に有利な（遊技者にとって
喜ばしい）結末）および失敗結末（遊技者に不利な（遊技者にとって喜ばしくない）結末
）が設定されている。成功結末よりも失敗結末の方が遊技者にとって有利な事象であれば
、これらの結末の具体的な内容はどのようなものであってもよい。ただし、本実施形態に
おける移動演出は、擬似停止した識別図柄７０の組み合わせが変化するというものである
ため、成功結末および失敗結末の少なくとも一方については、その結末となったことが識
別図柄７０の組み合わせにより示されることになる。
【００２４】
　本実施形態では、成功結末となる場合、識別図柄７０の組み合わせがチャンス目となる
。当該チャンス目の具体的態様はどのようなものであってもよい。各識別図柄７０が複数
種の「色」に区分けされており同色の識別図柄７０の組み合わせが表示されること、「１
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・２・３」等の順目（逆順目）が表示されること、「１・２・２」等、二以上の図柄が同
じ図柄となること、「１・〇・２」等、○の位置に特定の識別図柄７０（例えば「７」の
識別図柄７０）が位置することをチャンス目の例として挙げることができる。本実施形態
では、成功結末となった場合、いわゆる擬似連続演出が発生する。擬似連続演出それ自体
は公知であるため詳細な説明は省略するが、変動する識別図柄７０が擬似停止した上で、
再度変動する単位演出を一または複数回繰り返すものであって、一般的には単位演出の発
生回数が多くなるほど当否判定結果が大当たりとなる蓋然性（以下、大当たり信頼度と称
することもある）が高くなる。上記成功結末は、擬似停止した識別図柄７０の再変動が確
定する事象として設定されている。つまり、成功結末となることは、単位演出の発生回数
が増加することになる（大当たり信頼度が高まることになる）、という点において遊技者
にとって有利な事象であるといえる。
【００２５】
　一方、大当たりを示す組み合わせや、チャンス目である組み合わせが示されなかった場
合は失敗結末となる。大当たりを示す組み合わせやチャンス目である組み合わせ以外の組
み合わせは、単なるはずれを示す組み合わせであるため、そのまま擬似停止していた三つ
の識別図柄７０が完全に停止し、対象の当否判定結果がはずれであることが示される。本
実施形態では、移動演出が発生した場合、識別図柄７０の組み合わせは必ず変化するよう
に設定されているものの、失敗結末となる場合には、大当たりを示す組み合わせやチャン
ス目である組み合わせ以外の組み合わせに変化する。
【００２６】
　このように、本実施形態における移動演出は、表示領域９１１に対して基準画像１０が
変位するだけでなく、その変位に伴って基準画像１０に含まれる特定要素が変位するもの
であるから、表示領域９１１に対して画像が変位する演出の趣向性を向上させることが可
能である。
【００２７】
　また、特定要素は、基準画像１０が傾いた方向に移動するから、あたかも特定要素が重
力によって移動するかのような面白みのある演出態様とすることができる。
【００２８】
　また、特定要素は当否判定結果を報知する識別図柄７０である。このようにすれば、識
別図柄７０（識別図柄７０の組み合わせ）が変化する演出として移動演出を利用すること
ができる。
【００２９】
　以下、上記実施形態にかかる遊技機１を改良、変形、具体化等した具体例について説明
する。なお、以下の具体例を用いて説明する技術的事項を複数組み合わせて適用した構成
としてもよい。
【００３０】
○第一具体例
　上記実施形態では、移動演出時に移動する特定要素が識別図柄７０であることを説明し
たが、基準画像１０の一部の要素であれば、識別図柄７０以外のものが特定要素として設
定された構成としてもよい。例えば、基準画像１０が、あるキャラクタを示すキャラクタ
画像７５とその背景画像を含むものとし、キャラクタ画像７５が特定要素として設定され
ているものとする。移動演出においては、基準画像１０が表示領域９１１に対して変位し
たしたかのような表示がなされたとき（第二状態にあるとき）、表示領域９１１に対する
背景画像の位置を維持しつつ（ただし、背景画像が動画である場合には、動画としての変
化は継続的に発生する）、当該背景画像に対して特定要素であるキャラクタ画像７５が変
位するかのような表示がなされるものとする（図５参照）。
【００３１】
　上記実施形態のように、基準画像１０が表示領域９１１に対して傾いたかのように表示
されるものとする場合には、当該傾いた方向に特定要素であるキャラクタ画像７５が変位
するかのような表示がなされるとよい。このようにすれば、あたかもキャラクタが「重力
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」によって移動するかのような演出となる。
【００３２】
○第二具体例
　事前演出において表示領域９１１に表示される画像が基準画像１０とは別に対比画像２
０を含むものとする。移動演出においては、基準画像１０については表示領域９１１に対
して変位したかのような表示がなされるものの、対比画像２０については表示領域９１１
に対する位置が維持されるようにする。別の見方をすれば、特定要素（識別図柄７０）の
背景として表示される背景画像の一部が基準画像１０として設定され、それとは異なる別
の一部が対比画像２０として設定された構成とする（図６参照）。
【００３３】
　このように、表示領域９１１に対して基準画像１０が変位したときであっても、表示領
域９１１に対する対比画像２０の位置が維持されるようにすれば、表示領域９１１に対し
て基準画像１０が変位したということを分かりやすく示すことが可能となる。上記実施形
態のように、表示領域９１１に対して基準画像１０が傾斜したかのように表示されるので
あれば、対比画像２０については表示領域９１１に対して本来の位置（傾斜していない状
態）を保つのであるから、基準画像１０が傾斜したということが分かりやすい。したがっ
て、基準画像１０の変位に伴う特定要素（識別図柄７０）の変位も分かりやすくすること
（リアルなものとすること）が可能である。
【００３４】
○第三具体例
　上記実施形態では、移動演出が発生することにより、特定要素である識別図柄７０が変
位し、当該識別図柄７０（識別図柄７０の組み合わせ）が変化することを説明したが、組
み合わせの変化が発生する場合と、発生しない場合（組み合わせの変化が発生する場合に
比して遊技者にとって好ましくない状況であるといえる）とが起こりうる設定としてもよ
い。組み合わせの変化が発生しない場合の例としては以下のようなものが考えられる。
【００３５】
　移動演出発生時には、ある組み合わせを構成する識別図柄７０が一旦表示領域９１１外
に移動し、その後再び表示領域９１１内に戻ってくるような表示がなされることになるが
、戻ってきた識別図柄７０の組み合わせが表示領域９１１外に移動する前の組み合わせと
変わらないものとする（図６参照）。つまり、一旦識別図柄７０が見えなくなったかのよ
うな表示がなされるものの、再度見えたときの識別図柄７０の組み合わせは移動前の組み
合わせと変わらないものとする。
【００３６】
　別の例としては、移動演出時に基準画像１０が表示領域９１１に対して変位するものの
、特定要素である識別図柄７０は変位しないような態様とする。例えば、基準画像１０が
表示領域９１１に対して傾いたとき、識別図柄７０は当該方向に移動しようとするものの
、最終的には移動せずに基準画像１０が元の状態に戻り、識別図柄７０の組み合わせが変
化しないという結末に至る（図７参照）。つまり、基準画像１０が表示領域９１１に対し
て変位したとき、特定要素である識別図柄７０が移動するかもしれないという「煽り」を
発生させた上で、移動した場合には識別図柄７０の組み合わせは変化するものの、移動し
なかった場合には識別図柄７０の組み合わせが変化しないような態様とする。
【００３７】
○第四具体例
　上記実施形態では、事前演出時に複数の識別図柄７０（上記実施形態では三つの識別図
柄７０）による組み合わせが示され、移動演出時に当該組み合わせを構成する識別図柄７
０の全てが表示領域９１１外に移動したような表示がなされて当該組み合わせが変化する
ことを説明したが、事前演出時に示される複数の識別図柄７０のうち、一部のみが移動演
出時に表示領域９１１外に移動するような表示がなされて組み合わせが変化するような態
様の演出が発生するようにしてもよい。つまり、ある組み合わせを構成する複数の識別図
柄７０のうち、一部の識別図柄７０のみが変化して当該組み合わせが変化するような態様
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としてもよい。また、変化する識別図柄７０の数がその都度変化しうる態様としてもよい
。
【００３８】
　この種の演出の一例としては以下のようなものが考えられる。上記実施形態のように、
基準画像１０が左下方に傾き、三つの識別図柄７０が左下方に移動するような表示がなさ
れる場合、左側に位置する識別図柄７０のみを表示領域９１１外に移動させ、右上方から
新たな識別図柄７０が表示領域９１１内に入り込んでくるような演出態様とする。例えば
、演出当初の組み合わせが「５（左の図柄）・１（中の図柄）・２（右の図柄）」であっ
たときに、左の図柄である「５」の識別図柄７０が表示領域９１１の左側から表示領域９
１１外に移動し、新たに「３」の識別図柄７０が表示領域９１１の右側から表示領域９１
１内に入り込んできて、「１・２・３」の組み合わせ（チャンス目）に変化するような演
出態様となる（図９参照）。つまり、識別図柄７０の組み合わせが移動する方向側の一ま
たは複数の識別図柄７０が表示領域９１１外に移動し、それと同数の識別図柄７０が逆方
向から新たに表示領域９１１内に入り込んでくるものとすることができる。このようにす
れば、ある組み合わせを構成する識別図柄７０のうち、一部の識別図柄７０（上記例で言
えば「１」「２」の図柄）を、当該組み合わせを構成する要素として残し、かつ、その位
置（順）を変化させつつ（上記例で言えば、一つ分左にスライドさせる）、他の一部の識
別図柄７０（上記例でいえば「５」の図柄）を別の図柄（上記例で言えば「３」の図柄）
に変化させ、かつ、その位置（順）を変化させる（上記例で言えば、左・中・右の識別図
柄７０のうち、左の図柄「５」を、右の図柄「３」に変化させる）という面白みのある演
出態様とすることができる。
【００３９】
○第五具体例
　上記実施形態では、移動演出時には基準画像１０が表示領域９１１に対して左下に傾く
ような表示がなされることを説明したが、当該基準画像１０の変位の態様は一定でなくて
もよい。つまり、基準画像１０の変位の態様として、複数種の態様が設定された構成とし
てもよい。
【００４０】
　移動演出時における特定要素の変位の態様は、基準画像１０の変位の態様に合せたもの
とされるとよい。例えば、移動演出時に基準画像１０が表示領域９１１に対して右下に傾
くような表示がなされる場合があるとする。この場合には、特定要素が右下に向かって変
位するような表示がなされるものとする。また、このようにすれば、上記第四具体例にて
説明したような演出が面白みのあるものとなる。例えば、演出当初の組み合わせが「３（
左の図柄）・４（中の図柄）・６（右の図柄）」であったときに、右の図柄である「６」
の識別図柄７０が表示領域９１１の右側から表示領域９１１外に移動し、新たに「２」の
識別図柄７０が表示領域９１１の左側から表示領域９１１内に入り込んできて、「２・３
・４」の組み合わせ（チャンス目）に変化するような演出を実行することが可能となる（
図１０参照）。つまり、ある組み合わせを構成する識別図柄７０のうちの一部が変化する
演出について、変化する対象の図柄が一方側（左側または右側）の図柄に限定されること
がなくなるため、演出の面白みが向上する。
【００４１】
○第六具体例
　上記実施形態では、移動演出を経ることにより、識別図柄７０の組み合わせがチャンス
目に変化することを説明したが、当該変化は遊技者に有利な方向への変化であればよい。
例えば、識別図柄７０の組み合わせが大当たりを示す組み合わせに変化するような態様が
発生するようにしてもよい。
【００４２】
○第七具体例
　上記実施形態では、基準画像１０が傾いた方向と特定要素が移動する方向は一致するも
のであることを説明したが、一致しないように構成してもよい。つまり、基準画像１０の
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変位の態様と特定要素の変位の態様が関係しないものとしてもよい。また、基準画像１０
の変位の態様が同じであっても、特定要素の変位の態様がその都度変化しうるものとして
もよい。ただし、上記実施形態のように、基準画像１０の変位の方向と特定要素の変位の
態様を関連付けることで、基準画像１０が変位したがゆえに特定要素が変位したように見
える演出態様とすることができるため、面白みのある演出となる。
【００４３】
○第八具体例
　移動演出時において、基準画像１０が表示領域９１１に対して変位したかのような表示
がなされるということは、表示領域９１１には、基準画像１０が表示領域９１１に対して
ずれたことによって別の領域（以下、別領域９１１ａと称することもある）が生ずる。つ
まり、第二状態においては、別領域９１１ａが生じる。当該別領域９１１ａに移動演出に
直接的に関わる別の画像（以下、別画像３０と称することもある）の少なくとも一部が表
示されるものとする。なお、上記実施形態においては、別領域９１１ａには単一色の画像
等、単なる背景を示すような画像が表示される。つまり、別領域９１１ａに表示される画
像は、基準画像１０が表示領域９１１に対して変位したことを示すようなものに過ぎず、
移動演出に直接的に関わるようなものではない。
【００４４】
　例えば、別画像３０としてキャラクタが表示され、当該キャラクタが特定要素の変位を
助長するような動きを行う。上記実施形態に則していえば、特定要素である識別図柄７０
を左下方向に押すようなキャラクタを別画像３０として表示する（図１１参照）。つまり
、別画像３０は、特定要素と関わる画像であって、特定要素の変位を強調するようなもの
である。なお、このような別画像３０は、別領域９１１ａと傾いた状態（第二状態）にあ
る基準画像１０が表示される領域とに跨るように表示されるものであるといえる。
【００４５】
　上記のような別画像３０は、移動演出発生時に常に表示されるものとしてもよいし、表
示されることもあれば、表示されないこともある設定としてもよい。後者のような設定と
する場合、別画像３０が表示されなかったときよりも、別画像３０が表示されたときの方
が遊技者にとって有利なものとしてもよい。つまり、別画像３０の表示が、いわゆる「チ
ャンスアップ」として設定された構成としてもよい。例えば、上記第三具体例にて説明し
たように、移動演出が発生したときに、特定要素である識別図柄７０の組み合わせの変化
が発生する場合と、発生しない場合とが起こりうる設定とする場合、別画像３０が表示さ
れた場合の方が、表示されなかった場合よりも、組み合わせの変化が発生する蓋然性が高
くなるような構成とすることが考えられる。
【００４６】
○第九具体例
　上記実施形態における移動演出は、いわゆる擬似連続演出の一種として発生しうること
を説明したが、いわゆる先読み連続演出の一種として発生しうるようにしてもよい。先読
み連続演出それ自体は公知であるため詳細な説明を省略するが、先読み連続演出は、ある
当否判定結果（対象当否判定結果）が大当たりとなる蓋然性（大当たり信頼度）を、それ
よりも前に報知が完了する一または複数の当否判定結果（先の当否判定結果）を報知する
演出を利用して示唆するものである。
【００４７】
　先読み連続演出として移動演出が発生する構成とする場合、成功結末となるときには、
移動演出にて識別図柄７０の組み合わせが変化し、当該組み合わせがチャンス目となるよ
うにする。当該チャンス目となる組み合わせは、先の当否判定結果（はずれ）を報知する
組み合わせでもある。つまり、先の当否判定結果を報知する演出の少なくとも一部として
移動演出を発生させ、当該移動演出を経た変化後の識別図柄７０の組み合わせがチャンス
目となるようにして、対象の当否判定結果の大当たり信頼度が高まったことを示唆する。
【００４８】
　以上、本発明の実施の形態について詳細に説明したが、本発明は上記実施の形態に何ら



(10) JP 6804098 B2 2020.12.23

10

20

30

40

50

限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲で種々の改変が可能である。
【００４９】
　上記実施形態にかかる遊技機１はいわゆるぱちんこ遊技機であるが、演出用の表示装置
を備えた遊技機であれば、回動式遊技機等の異なる遊技機に対しても同様の技術思想が適
用可能である。
【００５０】
　上記実施形態から得られる具体的手段（遊技機）を以下に列挙する。
・手段１
　表示領域を有する表示装置と、
前記表示領域に基準画像が表示された状態から、当該基準画像が前記表示領域に対して変
位したかのような表示がなされ、それに伴って当該基準画像に含まれる特定要素が移動す
る移動演出を実行することが可能な演出実行手段と、
を備えることを特徴とする遊技機。
　上記遊技機における移動演出は、表示領域に対して基準画像が変位するだけでなく、そ
の変位に伴って基準画像に含まれる特定要素が変位するものであるから、表示領域に対し
て画像が変位する演出の趣向性を向上させることが可能である。
【００５１】
・手段２
　前記移動演出は、前記基準画像が前記表示領域に対して傾いたかのような表示がなされ
、それに伴って前記特定要素が当該傾いた方向に移動するものであることを特徴とする手
段１に記載の遊技機。
　上記のような構成とすれば、基準画像が傾いた方向に特定要素が移動するものとなるか
ら、あたかも特定要素が重力によって移動するかのような面白みのある演出態様とするこ
とが可能である。
【００５２】
・手段３
　所定条件の成立を契機として当否判定を行う当否判定手段を備え、
　前記特定要素は、前記当否判定手段による当否判定結果を報知する識別図柄であること
を特徴とする手段１または手段２に記載の遊技機。
・手段４
　複数の前記識別図柄が所定の組み合わせで示された後、前記移動演出を経て当該組み合
わせが変化することが、遊技者にとって有利な事象として設定されていることを特徴とす
る手段３に記載の遊技機。
　このように、当否判定結果を報知する識別図柄を特定要素として設定すれば、識別図柄
（識別図柄の組み合わせ）が変化する演出として移動演出を利用することが可能である。
【００５３】
・手段５
　前記移動演出が発生する前の状態において、前記基準画像と対比画像が表示されており
、
　前記移動演出は、前記基準画像が前記表示領域に対して変位したかのような表示がなさ
れる一方、前記表示領域に対する前記対比画像の位置が維持されるものであることを特徴
とする手段１から手段４のいずれかに記載の遊技機。
　このように、表示領域に対して基準画像が変位したときであっても、表示領域に対する
対比画像の位置が維持されるようにすれば、表示領域に対して基準画像が変位したという
ことを分かりやすく示すことが可能となる。
【符号の説明】
【００５４】
１　遊技機
１０　基準画像
２０　対比画像
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３０　別画像
７０　識別図柄
９１　表示装置
９１１　表示領域
９１１ａ　別領域

【図１】 【図２】
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【図９】 【図１０】
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